
























の山地民） の施設 （山岳民族博物館および民族観光村落） を訪問し，タイの少



























出典 : 綾部真雄編，2014『第 2 版 タイを知るための 72 章』明石書店，337 頁。
　チェンマイ県は，タイの首都バンコクの北方 693 キロメートルに位置する，
人口，面積ともに北部最大の県である。タイ第 2 の都市といわれるが，人口は
約 164 万人 （2017 年） であり （77 都県中第 5 位），バンコク都の人口約 568 万
人 （2017 年） に遠く及ばない。
　「新しい城壁都市」を意味するチェンマイは，1296 年，ピン川沿いにマンラー
イ王が建設したことに始まる。彼はチェンマイを拠点として版図を広げてラー
ンナー王国 （1292 年～ 1775 年） を築いた。1558 年にビルマ （現ミャンマー） 













　綾 部真雄，2014「チェンマイ」綾部真雄編『第 2 版 タイを知るための 72 章』明石書店，
336-340 頁。
　3．山地民に関する情報
　タイ北部 （上部） には，山地民 （チャオ・カオ） と呼ばれる少数民族が多数
住んでいる。彼らの多くは 18 世紀以降にタイの領域に移住してきた比較的新
しい民族であり，主に山の中腹や尾根など標高の高いところを住処としてきた。
タイ政府が認定しているのは，カレン （約 44 万），モン （約 15 万 4 千），ラフ 
（約 10 万 3 千），アカ （約 7 万），ミエン （約 4 万 5 千），リス （約 3 万 8 千），
ティン （約 4 万 3 千），ルア （約 2 万 2 千），カム （約 1 万），ムラブリ （約 3 百）

































　綾 部真雄，2014「タイ山地民の現在 : 先住民としての自己定義」綾部真雄編『第 2 版 
タイを知るための 72 章』明石書店，230-234 頁。
　日本タイ学会編，2009『タイ事典』めこん。




　2018 年 8 月 7 日 （火）から 12 日 （日）にかけて 6 日間，タイ王国にあるチェ
ンマイを訪問し，スタディツアーを実施した。メインイベントである，国士舘
大学との海外提携工であるチェンマイ大学で学術交流を行ったのは 8 月 9 日で
ある。各日に実施した活動内容の詳細は下記の通りである。
　8 月 7 日は羽田空港からバンコク経由にてチェンマイに移動した。ホテル到
着後，夕食時に参加メンバーと本セミナーの目的と内容について確認した。
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ましたか ? それに対して自分はそれにどのように反応しましたか ?　他の人た
ちはどのように反応していましたか （していたように見えますか）?　もう一





















































































































































































































　 中川翔太 （経済学科 4 年生）・昼間雅貴 （経済学科 4 年生）・鈴木友香 （経済
学科 4 年生）・野口佳純 （経済学科 4 年生）・樋口晴香 （政治行政学科 3 年生）
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